
はじめに

奈良・平安時代研究プロジェクトチームでは、２年にわたり仏教関連遺物の集成を行ってきた。その目的

は、神奈川県内において2000年の「考古学から古代を考える会」による『古代仏教系遺物集成・関東』の

集成以降に蓄積された資料の集成と分析である。そのため、2000年から2016年までに刊行された報告書に

掲載されている仏教関連遺物の器種別による分類、集成を行った。それにより神奈川県内における多種多様

な仏教関連遺物を確認することができた。

今年度は、仏教関連遺物を出土した遺跡を相模川以東、以西、国府域の３エリアに分け、出土する地域、

出土する遺構などの傾向と特徴を分析するとともに、遺物の組成と遺跡、遺構との関係を検討しまとめと

する。

神奈川県における古代の仏教関連遺物（３）
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推定国府域

No. 遺跡名
157 東中原G
161 中原D
162 厚木道
186 新町

No. 遺跡名
188 大会原
189 坪ノ内
191 六ノ域
192 高林寺

No. 遺跡名
204 天神前
206 諏訪前Ａ
207 七ノ域
208 稲荷前Ｂ

No. 遺跡名
209 山王Ａ
213 山王Ｂ
214 構之内
215 新明久保

【相模川以東】

相模川以東は横浜市と川崎市の武蔵国エリアと、その他の相模国エリアが存在する。特に2000年以降は

武蔵国エリアである川崎市の橘郡衙と、相模国エリアでは茅ヶ崎市の下寺尾官衙遺跡群で国指定史跡に向

けた調査・整備が進み資料の増加がみられる。相模川以東で集成した遺跡は武蔵国エリアにある横浜市２遺

跡、川崎市の４遺跡を含む11市町、28遺跡（地域）にのぼる。横須賀市では乗越遺跡の窯址、逗子市３遺跡、

藤沢市３遺跡、綾瀬市２遺跡、大和市１遺跡、海老名市２遺跡、茅ヶ崎市は８遺跡（地点）、寒川町２遺跡、

相模原市１遺跡である。

まずは特徴的な遺物について触れてみたい。関連遺物のうち最も直接的に仏教を表すのは『寺』や『佛』

の文字を含む墨書土器であると言える。集成ではすべて土師器坏に墨書されている。墨書は計17点出土し

ており、大和市の中ノ原遺跡からは刻書の『寺』が1点出土している。川崎市岡上－４遺跡では13点出土し

たが、そのうちＨ-17住居址から『寺』７点、『万寺』1点の８点がまとまって出土している。七堂伽藍の河

道出土以外はすべて竪穴住居址からの出土である。藤沢市の南鍛冶山遺跡では『佛』『佛奉』が各１点出土し

ている。そのほか茅ヶ崎市の篠谷地区、大和市中ノ原遺跡８地点からも『寺』が各１点出土している。瓦塔

は４遺跡から出土している。七堂伽藍からは土製の瓦塔片２点のほか、陶製の相輪も５点出土している。海

老名市の河原口坊中遺跡では土製の瓦塔片10点が集落から出土している。そのほか川崎市の千年－１遺跡
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から２点、寒川町の宮山中里遺跡から陶質の露盤と推測される瓦塔片が１点出土している。高盤は須恵器製

が大半であるが岡上－４遺跡からは須恵器製２点とともに土師器製が出土している。横須賀市の乗越遺跡の

窯から10点出土しており、ここで焼成されていたことが判明している。今後この製品がどのように供給さ

れていったかを追求することも課題の一つになるであろう。仏教関連遺物の金属製品も若干ではあるが増え

ている。七堂伽藍からは青銅製の軸端と匙などお寺の生活あるいは修行を彷彿させる遺物である。相模原市

の田名半在家遺跡Ｇ地点からは雲龍文八花鏡の小片が住居址から出土している。

各遺跡から仏教関連遺物を考察するには資料が少ない場合が多い。その中で冒頭にもあげた下寺尾官衙遺

跡群に含まれる七堂伽藍が古代寺院址ということもあり資料が集中している。近年調査研究が進み、2000年

以降だけでも須恵器の仏鉢型土器や手付瓶や小型壺、小型瓶、長頸壺、獣脚、香炉、灰秞の浄瓶、手付瓶、

小型瓶、長頸瓶、ミニチュア長頸瓶、二彩陶器の薬壺や薬壺蓋、小型瓶、火舎、土師器瓦塔、陶製相輪、『太

寺』の墨書がある土師器坏、青銅の軸端と匙が出土している。種類も量も豊富である。この遺跡から出土し

た遺物が、集落から出土する仏教関連遺跡と推測される遺物の指標となることは間違いない。集落遺跡でも

人面墨書土器などが出土している藤沢市の南鍛冶山遺跡の墨書土器の増加や、海老名市河原口坊中遺跡の瓦

塔や緑秞香炉蓋を含む関連遺物の比較的纏まった資料の増加などがみられる。古代寺院との関係性や集落内

に村落内寺院が存在した可能性など、興味深い遺跡である。集落遺跡の場合、関連する遺構が発見され総合

的に研究をしていくことが課題となろう。	 （加藤久美）

相模川以西

相模川以西の地域では仏教関連遺物が出土する遺跡数は少なく、厚木市２遺跡、伊勢原市６遺跡、秦野市

３遺跡、小田原市３遺跡である。遺物は単独で出土する傾向があることも特徴としてあげられる。複数の遺

物が出土している遺跡としては、伊勢原市では坪ノ内･宮ノ前遺跡（№16･17）３号溝出土の瓦塔と銅碗、小

田原市では永塚下り畑遺跡Ｈ１号道状遺構出土の灰釉陶器水瓶と須恵器唾壺？である。

出土する地域としては、前回までの集成の傾向と変わらず、伊勢原市、小田原市が主となっている。　小

田原市は千代廃寺の存在が古くから知られており、永塚下り畑遺跡の道状遺構からの仏教関連遺物出土は前

回までの集成成果に準じるものであった。一方、伊勢原市では前回の集成では経塚や古墳出土の遺物が半数

を占めていたが、今回の集成では溝、土坑、竪穴状遺構、切土整地層からの出土が確認された。調査事例の

増加に起因していると思われるが、坪ノ内･宮ノ前遺跡では、溝から複数の瓦塔片と銅碗が出土しているこ

とが注目される。西富岡･向畑遺跡第２地点切土整地層出土の灰釉陶器把手付瓶や神成松第5地点H17号土坑

出土の緑釉陶器小型壺など単体で出土するものも見受けられた。秦野市では、西大竹小原・西大竹尾尻遺跡

郡の97A1SI08から墨書土師器坏『西寺』カが出土しており、今後の資料の増加が望まれる。周辺地域の遺

構遺物の出土状況も踏まえて地域の検討をしていく必要がある。	 （諏訪間直子）
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【国府域】

国府域は、かねてより多くの仏教系遺物が出土することで知られている。2000年の冨永氏による集成時に

おいても、「平塚市の推定国府関連遺跡」と「川崎市から横浜市北部」の二箇所に仏教関連遺物出土地の核

がある、と指摘している（冨永2000）。また、平成15（2003）年に刊行された『平塚市史』においても仏教

関連遺物が集成されており、国府域および国府周辺に該当する22遺跡から出土しているとまとめている（田

尾2003）。この中で提示している遺跡ごとの仏教関連遺物出土傾向の表に今回の事例を追加したものが第１

表である。

いわゆる相模国府域の範囲は、東西約2.1㎞、南北約800ｍの長方形の範囲を想定されている。国庁は国

府域の東方にあたる六ノ域遺跡から大型掘立柱建物が確認されており、国庁脇殿として想定されている。こ

の想定されている区域の外側からも「曹司」の墨書や、大型掘立柱建物跡などが確認されており、竪穴住居

の密集度も含めて武蔵国府域のようなもう少し広い国府域を捉えるべきではとの見解もある（江口2014）。

よって、今回国府域としたエリアは、市史では国府周辺とした遺跡も国府域として捉え、一覧にまとめた。

集計表を見て注目すべきは瓦塔の出土地がまとまっていることであろう。その他の仏教関連遺物は満遍な

く出土している傾向が認められるが、神明久保遺跡にのみ瓦塔が集中して出土している。神明久保遺跡は国

庁の南西約１㎞に位置し、鉄滓や鞴の羽口など鉄生産に関連する遺物が多く出土していることから国衙に付

属する鍛冶工房として考えられている。神明久保遺跡から出土する瓦塔の解釈として、市史では鉄生産に関

係する工房跡と想定されていることから「神明久保遺跡には金属器生産の工房群が想定されており、国府集

落内の仏教信仰、あるいは工人集団と仏教信仰の関わりを示唆するものであろうか」と指摘している（田尾

2003）。瓦塔が出土するのは神明久保遺跡の第３・７・８・９地点からで、遺跡の南東寄りを中心とした出

土傾向が認められる。８地点では竪穴建物からまとまって出土し、出土した瓦塔は池田分類の大仏類型に相

当する（池田1999）。掘立柱建物が密集する地区でもあり、御堂に相当する遺構を再検証する必要があるだ

ろう。鍛冶工房は東に隣接する天神前遺跡でも確認されており、天神前遺跡の鍛冶工房は８世紀初頭～９世

紀が主体、神明久保遺跡は９～10世紀が主体となる鍛冶工房として考えられ、一体が連綿と続く鍛冶工房エ

リアであったことがわかる。瓦塔はこの他、東中原Ｇ遺跡からも出土している。東中原Ｇ遺跡は国庁より約

２㎞西側に位置し、国府造営時にかかわる運河として考えられる幅８ｍの大溝や、４×４間の大型掘立柱建

物が確認されている他、竪穴建物から馬具が出土している集落遺跡である。特に瓦塔以外の仏教関連遺物が

みられないことから、位置づけが難しい。

次に国府域全体をみてみると、六ノ域、高林寺、大会原、構之内、諏訪前A、神明久保、天神前、山王A遺

跡から比較的集中して出土している傾向にある。特に大会原、六ノ域、高林寺遺跡は南北に隣接する遺跡で

あり、国庁に最も近いエリアである。まさに六ノ域遺跡は国庁の範囲であり、壺Ｇが六ノ域から集中して出

土している点に注目される。壺Gは細頸の須恵器の壺であるが、その用途は現在のところ３つにまとめられ

る。一つは、壺Gの生産地が東海であることから東国からの衛士や徴兵された兵士の携帯用の水筒であると

の考え方、「延喜式」などにみられる租庸調の「堅魚煎汁」をいれて都へ運ぶための器という考え方、そして、

観音菩薩像にみられるような仏様の花瓶、という考え方である（三好2016）。都城では運河や一般邸宅から

の出土が多く、寺院などから出土は少ないようである。都城で出土した壺Ｇの中には「九合三夕」の墨書が

書かれたものがあり、壺Gが花瓶専用の器ではなく、何か液体をいれる器としての利用があったことを示し

ている。古代寺院などで出土している場合は仏具としての考え方が適切かもしれないが、国府や郡衙などの
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公的施設からの出土事例は仏具というより実用的な利用を検討する方が妥当ではないだろうか。六ノ域が国

庁エリアである、ということも裏付けとなろうかと思われる。とはいえ、六ノ域では観音像が出土している

ことから何らかの信仰対象物がおかれた建物の存在は想定される。ただ、軒瓦を含め瓦の出土量が全体的に

少なく、軒先を飾っていた建物構造であったとは考えにくい。瓦の出土傾向からみて屋根は部分的、例えば

大棟など棟の部分だけ葺いていたような建物であったと推測されよう。

では、国府域から出土する仏教系遺物についてどう考えていけばよいか。2000年の集成時に冨永氏は平塚

で多量に出土する背景として寺院の存在だけでは説明がつかず、物流が多かったことと仏器を高級什器とし

て使用することが多かったのではと述べている（冨永2000）。他国はどうであったのか、武蔵を参考にして

考えてみたい。

隣国武蔵国府域の様相は、相模国府域同様、仏教関連遺物が出土している。武蔵国府は、国庁域を中心に

立川段丘崖に沿って東西に展開し、東西6.5㎞、南北最大1.8㎞の範囲が想定されている。国庁域の東に隣

接して多磨寺がある。創建瓦から８世紀初頭前後創建とされ、国庁域が整備される以前に建立された寺院と

考えられている。この他、国庁域の北西１㎞のエリアにおいて、仏堂と推定される遺構が確認されている。

四面庇の掘立柱建物で、周辺では寺堂の存在を直接示すような墨書土器などは出土してはいないが、ススが

付着した灯明皿が出土していること、また灰釉陶器の浄瓶が出土していることから仏堂が想定されている（深

澤2006）。

この仏堂から南東の地点において瓦塔が出土している。出土したのは掘立柱建物や竪穴建物から出土した

もので、瓦塔は池田分類によると上西原類型にあたる。瓦塔安置遺建物としては掘立柱建物が想定されてい

る。この他、国庁域西方1.2㎞の地点からも出土している。掘立柱建物と竪穴建物から出土している破片で、

東郷台類型に分類される。武蔵国府域で出土した瓦塔の様相から深澤氏は「国府での瓦塔の造立は、村落で

の仏教信仰の隆盛と共通した流れのなかで出現したもので、同時のネットワークに組み込まれていたと判断

できる」とし、国府中心に造立した瓦塔及び瓦塔安置建物は、周辺に工房などがまとまっていることから、

本貫地を離れてきた人たちの精神的な支えとなるよう国府のマチの中に営まれた、と述べている。この他、

国府域の外で造立された瓦塔はおよび瓦塔安置建物は、僧侶たちによって設置運営されたとし、民衆強化を

目指す僧侶の活動拠点の場としていたのではと推測する。

武蔵国府事例を参考に相模国府域の事例を考えてみると同様な傾向がみられる。つまり、鍛冶工房などの

官営工房エリア近隣もしくは中心で瓦塔が出土していることから、遠く離れた人達の精神的な支え、という

考え方が当てはまるようにみえる。しかし、工房が主体となる時期と瓦塔の製作年代に少々時期差があり、

武蔵国府事例のような工房へ集う集団のための信仰の拠り所とするには少々難しい。ただ、神明久保の主体

となる時期は９～10世紀ではあるが、隣接する天神前の主体となる時期は８世紀初頭～９世紀と瓦塔製作年

代と近しい時期である。神明久保遺跡からは、瓦塔の他、仏教関連遺物が国庁周辺遺跡と同様に万遍なくみ

られることも考えると、なんらかの信仰対象があったことは想定される。瓦塔造立の背景として、工人達の

信仰の拠り所の他、新たな開発地への畏怖という側面ももつ。神明久保・天神前一帯が開発＝国府造営のた

めの官営工房を担う工人が先駆的にはいったエリアであり、彼らの信仰対象物がおかれた結果と考えたい。

以上、雑駁ではあるが、国府域の様相について述べた。仏教関連遺物としての中には用途の異なるものも

想定される可能性を指摘した。国府域では、壺Gなどいわゆる仏具としてすべてみるのではなく、出土した

遺跡の性格によって遺物を検討することも必要であろう。	 （髙橋　香）
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第１表　国府域仏教関連遺物集計表

遺跡名

瓦

塔

墨

書
・

刻

書

佛
鉢
・
鉄
鉢
形

水

瓶
・

浄

瓶

壺

Ｇ

小

型

長

頸

瓶

小

型

手

付

瓶

小

瓶

手

付

瓶

短

頸

壺
・

蓋

小
型
短
頸
壺
・
蓋

香

炉

・

蓋

三

足

盤

緑
釉
小
壺
・
小
瓶

緑

釉

壺
・

瓶

二

彩
・

三

彩

須
恵
器
そ
の
他

土
師
器
そ
の
他

灰

釉

そ

の

他

緑

釉

そ

の

他

金

属

製

品

国
府
域

高林寺 1 1 4 7 3 5 3 6 1 1 2 2 3

下ノ郷廃寺 1 1 1 1

六ノ域 3 5 11 17 5 1 6 15 4 5 1 3 2 6 3 1 6

諏訪前Ａ 1 2 13 2 1 7 2 1 1

諏訪前Ｂ 1 1

稲荷前Ａ 3 1 1 1 3

坪ノ内 1 1 4 1 1

梶谷原Ｂ 1

山王Ａ 2 2 3 1 1 1 1

山王Ｂ 1 1 1 2 2 2 1

天神前 1 3 1 1 2 2 1

神明久保 42 1 2 3 1 7 3 1 4 1

構之内 3 1 5 2 1 1 1 1 2 1

大会原 1 1 4 6 2 1 5 4 10 1 1 3 2

林Ｂ 3 1 1 1

厚木道 1 4 1 4 2 2 1

新町 1 2 1

山王脇 2

七ノ域 1 1

東中原Ｅ 1

東中原Ｇ 1

低
地

道半地 1

本宿Ｂ 1 3

十七ノ域 5

中原Ｄ 1

達上ヶ丘 1

南原Ｂ 1

中里Ｅ 1

御殿Ｄ 1

諏訪町Ｃ 2

根岸Ｂ 1

台
地

王子ノ台 2 1 1

真田・北金目 8 10 1 4 4 14 3 5 8 3 1 1 1 5 3 3

向原 1 1 1 4 1 1

※田尾2003一部改変・追記
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仏
教
関
連
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物
出
土
遺
跡
一
覧

所
在
地

遺
跡
名

器
種
･器

形
出
土
遺
構

参
考
文
献

横
浜
市

権
田
原
遺
跡

土
師
器
仏
鉢
(1
･2
)、

須
恵
器
短
頸
壺
(8
3)

住
居
址

鈴
木

重
信
・

古
屋

紀
之

ほ
か
2
0
1
3
『

権
田

原
遺

跡
Ⅳ

』
港

北
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
地

域
内

埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告
4
6
　

公
益

財
団

法
人

横
浜

市
ふ

る
さ

と
歴

史
財

団
埋

蔵
文

化
財

セ

ン
タ
ー

大
原
遺
跡

須
恵
器
小
型
壺
(3
9)

住
居
址

鈴
木

重
信
・

古
屋

紀
之

ほ
か
2
0
1
1
『

大
原

遺
跡

』
港

北
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
地

域
内

埋
蔵

文

化
財

調
査

報
告

4
4
　

公
益

財
団

法
人

横
浜

市
ふ

る
さ

と
歴

史
財

団
埋

蔵
文

化
財

セ
ン

タ
ー

川
崎
市

岡
上
－
４
遺
跡

土
師
器
高
盤
(9
6)
、
須
恵
器
高
盤
(9
7･
98
)
 

『
寺
』
土
師
器
坏
(1
39

～
14
7･
14
9
～

15
1)
、
 

『
万
寺
』
土
師
器
坏
(1
48
)

住
居
址

呉
地

英
夫
・

河
合

英
夫

ほ
か

2
0
0
1
『

神
奈

川
県

川
崎

市
麻

生
区

岡
上

ｰ
４

遺
跡

第
２

地

点
発
掘
調
査
報
告
書
』
岡
上
ｰ
４
遺
跡
発
掘
調
査
団

千
年
-1
遺
跡

土
製
品
瓦
塔
(1
16
･1
17
)

表
採

吉
野

真
由

美
2
0
0
3
『

川
崎

市
高

津
区

千
年

-
1
遺

跡
採

集
の

瓦
塔

に
つ

い
て

」
『

川
崎

市

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
紀
要
第
1
6
集

千
年
伊
勢
山
台
遺
跡

須
恵
器
鉢
(3
)

遺
構
外

戸
田

哲
也
・

服
部

隆
博

ほ
か

2
0
0
5
『

武
蔵

国
橘

樹
郡

衙
推

定
地

千
年

伊
勢

山
台

遺
跡

ｰ

第
１
～

8
次
発
掘
調
査
報
告
書
』
川
崎
市
教
育
委
員
会

上
麻
生
日
光
台
遺
跡

灰
釉
陶
器
長
頸
瓶
(4
0)

住
居
址

河
合

英
夫
・

北
平

朗
久

ほ
か
2
0
0
7
『

川
崎

市
麻

生
区

上
麻

生
日

光
台

遺
跡

第
Ⅱ

地
区

発

掘
調
査
報
告
書
』
玉
川
文
化
財
研
究
所

横
須
賀
市

乗
越
遺
跡

須
恵
器
高
盤
(9
9
～

10
8)

窯
中

三
川

昇
ほ

か
2
0
1
2
『

乗
越

遺
跡

』
横

須
賀

市
文

化
財

調
査

報
告

書
　

横
須

賀
市

教
育

委
員
会

逗
子
市

延
命
寺
遺
跡

須
恵
器
短
頸
壺
(8
4)

井
戸

松
山

敬
一

朗
2
0
0
3
『

延
命

寺
遺

跡
（

逗
子

市
N
o
.
1
1
0
）

発
掘

調
査

報
告

書
』

東
国

歴
史

研
究
所
調
査
研
究
報
告
第
3
2
集
　
延
命
寺
遺
跡
発
掘
調
査
団

蟹
田
遺
跡

須
恵
器
短
頸
壺
(8
5)

溝
状
遺
構

2
0
0
7
『

神
奈

川
県

逗
子

市
埋

蔵
文

化
財

緊
急

調
査

報
告

書
5
ｰ
平

成
1
5
年

度
･
平

成
1
6
年

度
･
平
成
1
7
年
度
ｰ
』
　
逗
子
市
教
育
委
員
会

池
子
遺
跡
群

須
恵
器
短
頸
壺
(8
6)

溝
状
遺
構

松
田

光
太

郎
・

松
葉

崇
ほ

か
2
0
1
1
『

池
子

遺
跡

群
Ⅺ

』
か

な
が

わ
考

古
学

財
団

調
査

報

告
2
6
3
　
財
団
法
人
か
な
が
わ
考
古
学
財
団

藤
沢
市

南
鍛
冶
山
遺
跡

灰
釉
陶
器
取
手
付
瓶
(2
6)
、『

佛
』
土
師
器
坏
(1
52
)、
 

須
恵
器
瓶
(2
7)
、『

佛
奉
』
土
師
器
坏
(1
53
)、

須
恵
器
浄
瓶
(2
1)

住
居
址

望
月
 
芳

2
0
1
4
･
2
0
1
6
･
2
0
1
7
『

南
鍛

冶
山

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
』

第
1
1
･
1
2
･
1
3
巻

古

代
7
･
8
･
9
　
藤
沢
市
教
育
委
員
会

宮
原
百
石
原
遺
跡

施
釉
陶
器
水
注
(1
8)

住
居
址

寺
田

兼
方
・

西
野

吉
諭

ほ
か
2
0
1
2
『

神
奈

川
県

藤
沢

市
宮

原
百

石
原
(
N
o
.
2
3
6
)
遺

跡
発

掘
調
査
報
告
書
』
　
湘
南
考
古
学
研
究
所

石
原
谷
遺
跡
第
3地

点
土
師
器
獣
足
(9
3)

住
居
址

伊
藤

甚
吉
･
坪

田
弘

子
ほ

か
2
0
0
5
『

稲
荷

台
地

遺
跡

群
石

原
谷

遺
跡

第
3
地

点
発

掘
調

査

報
告
書
』
　
玉
川
文
化
財
研
究
所

綾
瀬
市

早
川
城
山
地
区
遺
跡
群
 

No
.1
46
-1
遺
跡

須
恵
器
鉢
(4
)

住
居
址

戸
田

哲
也
･
呉

地
英

夫
ほ

か
2
0
0
0
『

早
川

城
山

地
区

遺
跡

群
発

掘
調

査
報

告
書

』
　

早
川

城
山
地
区
遺
跡
群
発
掘
調
査
団

早
川
城
山
地
区
遺
跡
群
 

No
.1
3遺

跡
灰
釉
陶
器
取
手
付
瓶
(2
8)

遺
構
外

戸
田

哲
也
･
呉

地
英

夫
ほ

か
2
0
0
0
『

早
川

城
山

地
区

遺
跡

群
発

掘
調

査
報

告
書

』
　

早
川

城
山
地
区
遺
跡
群
発
掘
調
査
団

大
和
市

中
ノ
原
遺
跡

Ｈ
地
点

『
寺
』
土
師
器
坏
(1
56
)

住
居
址

荻
澤

太
郎
･
大

橋
正

子
ほ

か
2
0
1
4
『

中
ノ

原
Ｈ
地

点
発

掘
調

査
報

告
書

』
　

国
際

文
化

財

株
式
会
社
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所
在
地

遺
跡
名

器
種
･器

形
出
土
遺
構

参
考
文
献

海
老
名
市

河
原
口
坊
中
遺
跡
 

(第
1､
2､
4次

調
査
)

須
恵
器
仏
鉢
(5

～
7)
、
灰
釉
陶
器
浄
瓶
ま
た
は
水
瓶
(1
9)
、
 

須
恵
器
小
型
壺
(4
1)
、
須
恵
器
小
型
長
頸
瓶
(4
2
～

43
)、
 

灰
釉
陶
器
小
型
長
頸
瓶
(4
4)
、
須
恵
器
小
壺
(4
5)
、
 

須
恵
器
壺
(4
6)
、
緑
釉
陶
器
香
炉
蓋
(1
10
)、
 

土
製
品
瓦
塔
(1
18

～
12
7)
、

竪
穴
建
物
、
 

溝
状
遺
構
、
 

遺
構
外

飯
塚

美
保

･
髙

橋
香

ほ
か

2
0
1
4
『

河
原

口
坊

中
遺

跡
第

1
次

調
査

』
(
第

3
分

冊
分

)
か

な

が
わ

考
古

学
財

団
調

査
報

告
3
0
4
　

公
益

財
団

法
人

か
な

が
わ

考
古

学
財

団
　

池
田

治
・

宮
井

ほ
か

2
0
1
5
『

河
原

口
坊

中
遺

跡
第

２
次

調
査

』
（

第
１

分
冊

）
か

な
が

わ
考

古
学

財
団

調
査

報
告
3
0
7
　

公
益

財
団

法
人

か
な

が
わ

考
古

学
財

団
　

阿
部

友
寿
･
髙

橋
香

ほ

か
2
0
1
4
『

河
原

口
坊

中
遺

跡
第
4
次

調
査

』
か

な
が

わ
考

古
学

財
団

調
査

報
告
3
0
0
　

公

益
財
団
法
人
か
な
が
わ
考
古
学
財
団

国
分
尼
寺
北
方
遺
跡

須
恵
器
壺
G(
32
)

住
居
址

渡
辺
 
努

･
吉

岡
秀

範
2
0
0
7
『

国
分

尼
寺

北
方

遺
跡

ｰ
第

2
7
次

･
2
8
次

調
査

ｰ
』

日
本

窯
業

史
研
究
所
報
告
第
6
9
冊
　
日
本
窯
業
史
研
究
所

茅
ヶ
崎
市

七
堂
伽
藍
跡

須
恵
器
仏
鉢
型
土
器
(8
)､
須
恵
器
仏
鉢
(9

～
13
)、
 

灰
釉
陶
器
浄
瓶
(2
3
～

25
)、

緑
釉
陶
器
瓶
(2
9)
、
 

灰
釉
陶
器
取
手
付
瓶
(3
0
～

31
)、

須
恵
器
壺
G(
34

～
37
)、
 

須
恵
器
瓶
(3
8)
、
須
恵
器
小
型
瓶
(5
0)
、
 

灰
釉
陶
器
小
型
壺
(5
1)
、
須
恵
器
小
型
瓶
(5
2
～

53
)、
 

灰
釉
陶
器
小
型
壺
(5
4
～

58
)、

灰
釉
陶
器
小
型
長
頸
瓶
(5
9)
、
 

須
恵
器
長
頸
壺
(6
0)
、
須
恵
器
小
型
瓶
(6
1
～

64
･6
6
～

67
)、
 

灰
釉
陶
器
小
型
瓶
(6
5)
、
須
恵
器
小
型
長
頸
壺
(6
8)
、
 

灰
釉
陶
器
小
型
瓶
(6
9
～

71
)、

須
恵
器
小
型
瓶
(7
2
～

73
)、
 

灰
釉
陶
器
ミ
ニ
チ
ュ
ア
長
頸
瓶
(7
4)
、
 

灰
釉
陶
器
小
型
瓶
(7
5)
、
二
彩
陶
器
薬
壺
蓋
(7
6
～

77
)、
 

二
彩
陶
器
薬
壺
(7
8)
、
二
彩
陶
器
小
型
瓶
(7
9
～

80
)、
 

須
恵
器
短
頸
壺
(8
9･
91
)、

灰
釉
陶
器
短
頸
壺
(9
2)
、
 

須
恵
器
獣
脚
(9
4
～

95
)、

土
師
器
香
炉
蓋
(1
11
)、
 

須
恵
器
高
坏
型
香
炉
(1
12
)、

二
彩
陶
器
火
舎
(1
13

～
11
5)
、
 

土
製
品
瓦
塔
(1
28

～
12
9)
、
陶
製
品
相
輪
(1
31

～
13
5)
、
 

青
銅
製
品
軸
端
(1
36
)、

青
銅
製
品
匙
(1
37
)、
 

『
太
寺
』
土
師
器
坏
(1
55
)

住
居
址
、
 

溝
、
 

河
道
、
 

土
器
集
中
遺
構
、
 

竪
穴
建
物
、
 

大
型
掘
立
柱
 

建
物
･
 

礎
石
建
物
周
辺
 

遺
構
、
 

遺
構
外

小
川

岳
人

･
飯

塚
美

保
ほ

か
2
0
0
8
『

小
出

川
河

川
改

修
事

業
関

連
遺

跡
群
　

茅
ヶ

崎
市

七
堂

伽
藍

跡
(
1
)
･
寒

川
町

大
曲

五
反

田
遺

跡
』

か
な

が
わ

考
古

学
財

団
報

告
2
2
4
　

財

団
法

人
か

な
が

わ
考

古
学

財
団
　

阿
部

友
寿

･
天

野
賢

一
ほ

か
2
0
1
0
『

小
出

川
河

川
改

修
事

業
関

連
遺

跡
群
 
茅

ヶ
崎

市
七

堂
伽

藍
跡
(
2
)
』

か
な

が
わ

考
古

学
財

団
調

査
報

告

2
5
1
　

財
団

法
人

か
な

が
わ

考
古

学
財

団
　

茅
ヶ

崎
市

教
育

委
員

会
2
0
1
3
『

下
寺

尾
官

衙
遺

跡
群

の
調

査
～

下
寺

尾
七

堂
伽

藍
跡
･
高

座
郡

衙
の

調
査

～
』

茅
ヶ

崎
市

埋
蔵

文

化
財
調
査
報
告
4
0

西
方

Ａ
遺
跡

須
恵
器
壺
(2
0･
33
)

溝

井
辺
一
徳
･飯

塚
美
保
20
07
『
小
出
川
河
川
改
修
事
業
関
連
遺
跡
群
　
茅
ヶ
崎
市
西
方

Ａ

遺
跡
･
寒

川
町

岡
田

南
河

内
遺

跡
』

か
な

が
わ

考
古

学
財

団
報

告
2
2
3
　

財
団

法
人

か
な

が
わ
考
古
学
財
団

下
寺
尾
西
方

Ａ
遺
跡

須
恵
器
高
盤
(1
09
)

住
居
址

村
上

吉
正
･
井

澤
 
純

ほ
か
2
0
0
3
『

下
寺

尾
西

方
Ａ
遺

跡
』

か
な

が
わ

考
古

学
財

団
調

査

報
告
1
5
7
　
財
団
法
人
か
な
が
わ
考
古
学
財
団

茅
ヶ
崎
市

香
川
･下

寺
尾
遺
跡
 

群
北

Ｂ
地
区

須
恵
器
浄
瓶
(2
2)
､灰

釉
陶
器
小
型
壺
(4
9)
､
 

須
恵
器
短
頸
壺
(8
7
～

88
)

河
道
下
流
域
、
 

包
含
層

中
村

哲
也

･
河

合
英

夫
ほ

か
2
0
0
5
『

香
川

･
下

寺
尾

遺
跡

群
 
北

B
地

区
･
下

寺
尾

廃
寺

地

区
･
篠
谷
地
区
 
発
掘
調
査
報
告
書
』
　
香
川
･
下
寺
尾
遺
跡
群
発
掘
調
査
団

香
川
･下

寺
尾
遺
跡
 

群
篠
谷
地
区

『
寺
』
土
師
器
坏
(1
54
)

竪
穴
建
物

2
0
0
5
『

香
川

･
下

寺
尾

遺
跡

群
北

B
地

区
･
下

寺
尾

地
区

･
篠

谷
地

区
発

掘
調

査
報

告
書

』
   

香
川
･
下
寺
尾
遺
跡
群
発
掘
調
査
団

上
ノ
町
遺
跡

灰
釉
陶
器
小
瓶
(4
7)

遺
構
外

宍
戸

信
吾

･
村

上
吉

正
ほ

か
2
0
0
3
『

上
ノ

町
遺

跡
遺

跡
』

か
な

が
わ

考
古

学
財

団
調

査

報
告
1
4
3
　
財
団
法
人
か
な
が
わ
考
古
学
財
団

円
蔵
･下

ヶ
町
遺
跡

須
恵
器
壺
(4
8)

住
居
址

宮
下

秀
之
2
0
0
3
『

円
蔵
・

下
ヶ

町
遺

跡
(
遺

物
編
)
茅

ヶ
崎

市
文

化
振

興
財

団
調

査
報

告

第
7
集
　
財
団
法
人
 
茅
ヶ
崎
市
文
化
振
興
財
団

鶴
嶺
八
幡
宮
参
道

須
恵
器
短
頸
壺
(9
0)

住
居
址

宮
下

秀
之
2
0
1
0
『

鶴
嶺

八
幡

宮
参

道
』

茅
ヶ

崎
市

文
化

振
興

財
団

調
査

報
告
2
3
　

財
団

法
人
 
茅
ヶ
崎
市
文
化
振
興
財
団
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所
在
地

遺
跡
名

器
種
･器

形
出
土
遺
構

参
考
文
献

寒
川
町

宮
山
中
里
遺
跡

須
恵
器
仏
鉢
(1
4
～

15
)、

灰
釉
陶
器
鉄
鉢
(1
6)
､
 

灰
釉
陶
器
瓶
(8
2)
、
陶
質
品
瓦
塔
(露

盤
)(
13
0)

畝
、 

遺
構
外

髙
橋

香
・

宮
井

香
ほ

か
2
0
1
6
『

宮
山

中
里

遺
跡
　

Ⅲ
』

か
な

が
わ

考
古

学
財

団
調

査
報

告
3
1
7
　

公
益

財
団

法
人

か
な

が
わ

考
古

学
財

団
　

相
良

英
樹
･
川

嶋
実

佳
子

ほ
か
2
0
1
6

『
宮

山
中

里
遺

跡
Ⅱ

』
か

な
が

わ
考

古
学

財
団

調
査

報
告

3
1
4
　

公
益

財
団

法
人
 
か

な

が
わ
考
古
学
財
団

倉
見
川
端
遺
跡

灰
釉
陶
器
小
形
壺
(8
1)

不
明
遺
構

高
杉

博
章
･
市

川
正

史
2
0
1
5
『

倉
見

川
端

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
』
　

株
式

会
社

ア
ー

ク

･
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

相
模
原
市

田
奈
半
在
家
遺
跡

Ｇ
地
点

須
恵
器
高
台
付
き
鉢
(仏

鉢
)(
17
)
、
雲
龍
文
八
花
鏡
(1
38
)

住
居
址

大
坪

宣
雄

･
杉

本
靖

子
2
0
1
6
『

相
模

原
市

田
名

半
在

家
遺

跡
G
地

点
発

掘
調

査
報

告
書

』
   

有
限

会
社
 
吾

妻
考

古
学

研
究

所
　

内
川

隆
志
･
竹

原
広

展
ほ

か
2
0
1
6
『

田
名

半
在

家
遺

跡
資
料
調
査
報
告
書
』
　
相
模
原
市
教
育
委
員
会

厚
木
市

愛
甲
堂
山
遺
跡

須
恵
器
鉄
鉢
(１

)
住
居
址

迫
和
之
･
三
ツ
橋
正
夫
2
0
0
1
『
愛
甲
堂
山
遺
跡
』
　
愛
甲
原
小
稲
葉
遺
跡
発
掘
調
査
団

恩
名
中
原
遺
跡
第
３
地
点

灰
秞
陶
器
水
瓶
(1
2)

住
居
址

林
原

利
明
・

西
本

正
憲
・

麻
生

順
司

2
0
1
0
『

恩
名

片
岸

遺
跡

第
2
地

点
　

恩
名

沖
原

遺

跡
第
7
地

点
　

林
南

遺
跡

第
４

地
点
　

長
谷

清
水

遺
跡

第
3
地

点
　

恩
名

中
原

遺
跡

第
３

地
点
　
発
掘
調
査
報
告
書
』
　
厚
木
市
教
育
委
員
会

恩
名
沖
原
遺
跡
第
７
地
点

須
恵
器
短
頸
瓶
(1
79
)

住
居
址

林
原

利
明
・

西
本

正
憲
・

麻
生

順
司

2
0
1
0
『

恩
名

片
岸

遺
跡

第
2
地

点
　

恩
名

沖
原

遺

跡
第
7
地

点
　

林
南

遺
跡

第
４

地
点
　

長
谷

清
水

遺
跡

第
3
地

点
　

恩
名

中
原

遺
跡

第
３

地
点
　
発
掘
調
査
報
告
書
』
　
厚
木
市
教
育
委
員
会

伊
勢
原
市

神
成
松
第
５
地
点

緑
釉
陶
器
把
手
付
瓶
(2
6)

土
坑

野
尻

義
敬
・

相
川

薫
他
2
0
1
４
『

神
成

松
第
5
地

点
』

神
奈

川
県

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告

書
2
3
　
株
式
会
社
パ
ス
コ

西
富
岡
・
 

向
畑
遺
跡
第
２
地
点

灰
釉
陶
器
把
手
付
瓶
(2
7･
28
･4
5)
、
緑
釉
陶
器
小
型
壺
(1
10
)

切
土
整
地
層

水
野

順
敏
・

吉
岡

秀
範

2
0
1
0
『

西
富

岡
・

向
畑

遺
跡

第
２

地
点

』
　

㈱
日

本
窯

業
史

研

究
所

西
富
岡
・
向
畑
遺
跡
Ⅰ

須
恵
器
壺
(8
3)

竪
穴
状
遺
構

諏
訪

間
直

子
・

岡
稔
・

菊
川

泉
他
2
0
1
4
『

西
富

岡
・

向
畑

遺
跡

Ⅰ
』

神
奈

川
考

古
学

財

団
調
査
報
告
書
2
9
8
　
公
益
財
団
法
人
か
な
が
わ
考
古
学
財
団
　

田
中
･ 

第
六
天
遺
跡
第
４
地
点

須
恵
器
小
型
壺
(8
4)

住
居
址

伊
藤

貴
宏
・

立
花

実
2
0
1
6
『

田
中

･
第

六
天

遺
跡

第
４

地
点

発
掘

調
査

報
告

書
』

平
成

2
7
年
度
都
市
計
画
道
路
田
中
笠
窪
線
埋
蔵
文
化
財
業
務
　
伊
勢
原
市

田
中
･万

代
遺
跡

須
恵
器
坩
？

(1
42
)

遺
構
外

恩
田

勇
・

井
辺

一
徳
2
0
0
1
『

田
中
･
万

代
遺

跡
』

か
な

が
わ

考
古

学
財

団
調

査
報

告
1
0
3

　
財
団
法
人
か
な
が
わ
考
古
学
財
団

上
粕
屋
･三

本
松
遺
跡

須
恵
器
短
頸
壺
(2
03
)

住
居
址

田
尾

誠
敏
・

手
島

真
美
・

諏
訪

間
伸
2
0
0
1
『

上
粕

屋
･
三

本
松

遺
跡

第
2
次

調
査

発
掘

調

査
報
告
書
』
伊
勢
原
市
内
遺
跡
調
査
団

上
粕
屋
・
和
田
内
遺
跡
 

第
７
次
調
査

須
恵
器
小
型
短
頸
壺
(1
41
)

段
切
り
状
遺
構
 

中
段
部
 

お
よ
び
中
層

中
村

哲
也
・

伊
藤

貴
宏

他
2
0
1
7
『

上
粕

屋
・

和
田

内
遺

跡
第

７
次

調
査

』
神

奈
川

埋
蔵

文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
5
3
　
株
式
会
社
玉
川
文
化
財
研
究
所

稲
荷
久
保
遺
跡
第
Ⅲ
地
点

須
恵
器
長
頸
壺
(2
02
)

住
居
址

渡
辺

務
・

吉
岡

秀
範

2
0
0
6
『

稲
荷

久
保

遺
跡

第
Ⅲ

地
点

3
･
4
次

調
査

』
日

本
窯

業
史

研

究
所
調
査
報
告
6
8
　
日
本
窯
業
史
研
究
所

坪
ノ
内
・
宮
ノ
前
遺
跡
 

（
№
16
・
17
）

土
製
品
瓦
塔
(2
85

～
29
0)
、
銅
製
品
銅
碗
(3
12
)

溝
状
遺
構

宍
戸

信
悟
・

宮
坂

淳
一

他
2
0
0
0
『

坪
ノ

内
・

宮
ノ

前
遺

跡
（

№
1
6
・
1
7
）
』

か
な

が
わ

考
古
学
財
団
調
査
報
告
書
７
７
　
財
団
法
人
か
な
が
わ
考
古
学
財
団
　

秦
野
市

鶴
巻
上
原
遺
跡
 

07
02
地
点

灰
秞
長
頸
瓶
(8
8)

溝
状
遺
構

齋
木

秀
雄
・

降
矢

順
子
・

三
ツ

橋
正

夫
2
0
1
1
『

鶴
巻

上
原

遺
跡
0
7
0
2
地

点
発

掘
調

査
報

告
書
』
鎌
倉
遺
跡
調
査
会
報
告
書
第
6
6
集
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所
在
地

遺
跡
名

器
種
･器

形
出
土
遺
構

参
考
文
献

秦
野
市

大
原
１
１
７
遺
跡
 

20
10
03
地
点

須
恵
器
小
型
壺
(1
14
)

竪
穴
建
物

柳
川

清
彦
・

高
杉

博
明
・

市
川

正
史
2
0
1
1
『

大
原

１
１

７
遺

跡
2
0
1
0
0
3
地

点
発

掘
調

査

報
告
書
』
　
(
株
)
ア
ー
ク
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

西
大
竹
小
原
・
 

西
大
竹
尾
尻
遺
跡
群

『
西
寺
』
カ
　
土
師
器
坏
(2
97
)

住
居
址

霜
出
俊
浩
2
0
0
3
『
西
大
竹
尾
尻
遺
跡
群
１
』
　
西
大
竹
尾
尻
遺
跡
群
発
掘
調
査
団

小
田
原
市

永
塚
下
り
畑
遺
跡

灰
秞
陶
器
水
瓶
(1
0)
、
須
恵
器
唾
壺
？

(2
17
)

道
状
遺
構

齋
木

秀
雄
・

降
矢

順
子
・

田
尾

誠
敏
2
0
0
2
・
『

下
曽

我
遺

跡
・

永
塚

下
り

畑
遺

跡
』
　

鎌

倉
遺
跡
調
査
会
・
下
曽
我
遺
跡
発
掘
調
査
団

成
田
上
耕
地
遺
跡
第
Ⅰ
地
点
・
 

成
田
諏
訪
脇
遺
跡
第
Ⅰ
地
点

須
恵
器
壺
（
小
型
壺
ま
た
は
短
頸
壺
？
）
(1
78
)

溝
状
遺
構

天
野

賢
一
・

諏
訪

間
直

子
・

長
澤

邦
夫
2
0
0
1
『

成
田

上
耕

地
遺

跡
第

Ⅰ
地

点
・

成
田

諏

訪
脇

遺
跡

第
Ⅰ

地
点

』
か

な
が

わ
考

古
学

財
団

調
査

報
告

書
2
7
1
　

財
団

法
人

か
な

が

わ
考
古
学
財
団
　

小
八
幡
東
畑
遺
跡
第
Ⅱ
地
点

須
恵
器
長
頸
瓶
(2
01
)

住
居
址

秋
山

重
美
・

前
川

昭
彦
・

佐
々

木
竜

郎
2
0
0
4
『

小
八

幡
東

畑
遺

跡
第

Ⅱ
地

点
』

小
田

原

市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
1
2
4
集
　
玉
川
文
化
財
研
究
所

平
塚
市

真
田
・
北
金
目
遺
跡

須
恵
器
鉢
(2
)、

灰
釉
陶
器
手
付
瓶
(2
1)
、
 

灰
釉
陶
器
把
手
付
短
頸
壺
(2
9)
、
須
恵
器
瓶
(3
1･
75
･1
11
･1
34
)、
 

灰
釉
手
付
瓶
(4
0)
、
灰
釉
陶
器
瓶
(把

手
)(
41
･4
4)
、
 

須
恵
器
瓶
(把

手
付
)(
42

～
43
)、
 

須
恵
器
壺
(4
9･
63

～
64
･7
2
～

73
･7
7･
13
9･
18
1)
、
 

灰
釉
陶
器
壺
(6
0･
11
5･
12
9)
、
 

灰
釉
陶
器
瓶
(1
1･
61
･9
5･
10
8･
11
2
～

11
3)
、
 

須
恵
器
多
口
壺
(7
1)
、
須
恵
器
長
頸
瓶
(8
5･
87
･9
8･
10
4)
、
 

灰
秞
陶
器
瓶
小
型
長
頸
壺
(8
9)
、
灰
釉
陶
器
長
頸
瓶
(9
0･
99
)、
 

須
恵
器
壺
(小

型
壺
)(
97
)、
 

須
恵
器
短
頸
壺
(1
36
･1
44
･1
48
･1
74

～
17
5･
17
7)
、
 

須
恵
器
蓋
(1
54
)、

須
恵
器
蓋
(短

頸
瓶
蓋
？

)(
15
6)
、
 

緑
釉
陶
器
蓋
(1
59
)、

灰
釉
陶
器
蓋
(1
67
)、
 

不
明
土
製
品
(脚

部
か
？

)(
17
2)
、
須
恵
器
短
頸
瓶
(1
82
)、
 

灰
釉
陶
器
短
頸
瓶
(1
84
･2
13
)、

須
恵
器
盤
(2
18

～
21
9･
22
9)
、
 

土
師
器
盤
(2
20
)、

須
恵
器
高
台
付
盤
(2
25
)、
 

須
恵
器
高
坏
？

(2
32
)、

土
師
器
高
坏
(2
37
)、
 

緑
釉
陶
器
香
炉
蓋
(2
41
)、

土
師
器
火
舎
(2
43
)、
 

土
製
品
瓦
塔
(軸

部
)(
27
5
～

27
6)
、
 

土
製
品
瓦
塔
(屋

蓋
部
)(
27
7
～

28
2･
28
4)
、
 

土
製
品
瓦
塔
(軸

部
？

)(
28
3)
、
 

『
寺
』
カ
　
土
師
器
坏
(2
91
)、
『
□
寺
』
土
師
器
坏
(2
92
)、
 

『
寺
』
甲
斐
型
土
器
(2
93
)、
 

『
寺
』
土
師
器
坏
(2
94

～
29
5･
29
8)
、
 

『
□
寺
』
土
師
器
坏
内
面
(2
96
)、
 

土
師
器
坏
墨
書
土
器
『
寺
』
(2
99
)、
 

『
卍
カ
』
土
師
器
坏
(3
00
)、
 

『
佛
』
土
師
器
坏
(3
01
･3
03
)、
『
佛
八
』
土
師
器
坏
(3
02
)、
 

『
卍
カ
』
？
土
師
器
坏
(3
04
)、

銅
製
品
　
銅
椀
(3
10
)、
 

銅
製
品
　
鈴
(3
14

～
31
5)

 

住
居
址
、
 

ピ
ッ
ト
、
 

井
戸
址
、
 

溝
、 

水
場
状
遺
構
、　

　

不
明
遺
構
、
 

掘
立
、
 

土
坑
、
 

遺
構
外

若
林

勝
司
・

川
端

清
倫
・

関
根

唯
充
2
0
0
1
『

平
塚

市
真

田
・

北
金

目
遺

跡
群

発
掘

調
査

報
告

書
2
』

第
1
･
2
分

冊
　

平
塚

市
真

田
・

北
金

目
遺

跡
調

査
会
　

若
林

勝
司
・

中
島

由

紀
子
・

川
端

清
倫

他
2
0
0
3
『

平
塚

市
真

田
・

北
金

目
遺

跡
群

発
掘

調
査

報
告

書
3
』

第

1
･
2
･
3
分
冊
　
平
塚
市
真
田
・
北
金
目
遺
跡
調
査
会
　
河
合
英
夫
・
秋
山
重
美
他
2
0
0
3『

平

塚
市

真
田
・

北
金

目
遺

跡
群

発
掘

調
査

報
告

書
4
』
　

平
塚

市
真

田
・

北
金

目
遺

跡
調

査

会
　

若
林

勝
司
・

中
島

由
紀

子
他
2
0
0
6
『

平
塚

市
真

田
・

北
金

目
遺

跡
群

発
掘

調
査

報

告
書
5
』

第
1
･
2
分

冊
　

平
塚

市
真

田
・

北
金

目
遺

跡
調

査
会
　

若
林

勝
司
・

川
端

清
倫

他
2
0
0
8
『

平
塚

市
真

田
・

北
金

目
遺

跡
群

発
掘

調
査

報
告

書
6
』

第
1
･
2
分

冊
　

平
塚

市

真
田
・

北
金

目
遺

跡
調

査
会
　

若
林

勝
司
・

川
端

清
倫

他
2
0
1
0
『

平
塚

市
真

田
・

北
金

目
遺

跡
群

発
掘

調
査

報
告

書
7
』

第
1
･
2
･
3
･
4
･
5
分

冊
　

平
塚

市
真

田
・

北
金

目
遺

跡
調

査
会
　

若
林

勝
司
・

川
端

清
倫

他
2
0
1
0
『

平
塚

市
真

田
・

北
金

目
遺

跡
群

発
掘

調
査

報

告
書
8
』

第
1
･
2
分

冊
　

平
塚

市
真

田
・

北
金

目
遺

跡
調

査
会
　

若
林

勝
司
・

大
野
　

悟

他
2
0
1
2
『

平
塚

市
真

田
・

北
金

目
遺

跡
群

発
掘

調
査

報
告

書
9
』

第
1
･
3
分

冊
　

平
塚

市

真
田
・
北
金
目
遺
跡
調
査
会
 
 
若
林
勝
司
・
福
田
健
司
他
2
0
1
3
『
平
塚
市
真
田
・
北
金

目
遺

跡
群

発
掘

調
査

報
告

書
1
0
』

第
1
･
2
･
3
･
4
分

冊
　

平
塚

市
真

田
・

北
金

目
遺

跡
調

査
会
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所
在
地

遺
跡
名

器
種
･器

形
出
土
遺
構

参
考
文
献

平
塚
市

真
田
・
北
金
目
遺
跡
群
 

大
久
保
遺
跡
第
３
地
点

灰
釉
陶
瓶
(1
1)

土
坑

中
村

哲
也
・

伊
藤

貴
宏

他
2
0
0
9
『

平
塚

市
真

田
・

北
金

木
遺

跡
群

大
久

保
遺

跡
第

3
地

点
発
掘
調
査
報
告
書
』
　
玉
川
文
化
財
研
究
所

新
町
遺
跡
第
５
地
点

須
恵
器
鉢
(鉄

鉢
)(
3)

溝
状
遺
構

北
平
朗
久
2
0
0
0
『
新
町
遺
跡
第
５
地
点
発
掘
調
査
報
告
書
』
　
新
町
遺
跡
調
査
団

新
町
遺
跡

灰
釉
陶
器
浄
瓶
(1
7)

竪
穴
住
居
址

菅
沼

圭
介
・

佐
藤

昌
彦

他
2
0
0
8
『

新
町

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
』
　

平
塚

市
遺

跡
調

査

会

天
神
前
遺
跡
第
16
地
点

須
恵
器
鉢
(4
)、

灰
釉
陶
器
把
手
(4
6
～

47
)、

須
恵
器
壺
(1
88
)

住
居
址
、
 

遺
構
外

吉
岡

秀
範
2
0
1
2
『

天
神

前
遺

跡
第
1
6
地

点
』

日
本

窯
業

史
研

究
所

報
告

第
7
8
冊
　
(
株
)

日
本

窯
業

史
研

究
所
　

吉
岡

秀
範
2
0
1
3
『

天
神

前
遺

跡
第
1
6
地

点
』

日
本

窯
業

史
研

究

所
報
告
第
7
8
冊
　
(
株
)
日
本
窯
業
史
研
究
所

天
神
前
遺
跡

灰
釉
陶
器
浄
瓶
(1
3)
、
須
恵
器
短
頸
壺
(1
96
)

確
認
面
ま
で
の
 

出
土
遺
物

菊
川

英
政
2
0
0
9
『

天
神

前
遺

跡
（

№
2
0
4
）

発
掘

調
査

報
告

書
第
1
5
地

点
』
　

株
式

会
社

斎
藤
建
設

坪
ノ
内
遺
跡

須
恵
器
鉢
(鉄

鉢
形
)(
5)
、
灰
釉
陶
器
瓶
(1
53
)、
 

須
恵
器
蓋
(1
57
)、

灰
釉
陶
器
短
頸
壺
（
19
1･
19
3)

住
居
址
、
 

土
坑
、
遺
構
外

柏
木

善
治
・

依
田

亮
一

他
2
0
0
9
『

湘
南

新
道

関
連

遺
跡

Ⅳ
』

か
な

が
わ

考
古

学
財

団
調

査
報
告
2
4
3
　
財
団
法
人
か
な
が
わ
考
古
学
財
団

坪
ノ
内
遺
跡
第
５
地
点

須
恵
器
水
瓶
(7

～
8)
、
壺
Ｇ
(5
6)

住
居
址
、
遺
構
外

中
嶋
由
紀
子
・
上
原
正
人
2
0
1
3『

坪
ノ
内
遺
跡
 
第
５
地
点
』
平
塚
市
埋
蔵
文
化
財
シ
リ
ー

ズ
4
6
　
平
塚
市
遺
跡
調
査
会

坪
ノ
内
・
六
ノ
域
遺
跡

須
恵
器
盤
(2
23
)

遺
構
外

柏
木

善
治
・

依
田

亮
一

他
2
0
0
9
『

湘
南

新
道

関
連

遺
跡

Ⅳ
』

か
な

が
わ

考
古

学
財

団
調

査
報
告
2
4
3
　
財
団
法
人
か
な
が
わ
考
古
学
財
団

構
之
内
遺
跡
第
５
地
点
A地

区

灰
秞
陶
器
鉢
？

(6
)、

灰
釉
陶
器
手
付
瓶
(2
4)
、
 

灰
釉
陶
器
小
瓶
(1
32
)、

須
恵
器
瓶
（
13
3）
、
 

須
恵
器
高
坏
(2
35

～
23
6)

溝
状
遺
構
、
 

遺
構
外

菅
沼

圭
介
・

上
原

正
人

他
2
0
1
0
『

構
之

内
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書
 
第

５
地

点
A
地

区
』
   

平
塚
市
遺
跡
調
査
会

神
明
久
保
遺
跡

浄
瓶
も
し
く
は
多
口
瓶
注
口
(1
4)
、
灰
秞
陶
器
浄
瓶
(1
5）
 

土
製
品
瓦
塔
(屋

蓋
部
)(
26
2･
26
4
～

26
6)
、
 

土
製
品
瓦
塔
(屋

蓋
部
隅
棟
付
近
)
(2
63
)、
 

土
製
品
瓦
塔
(屋

蓋
部
軒
端
部
)(
26
7)
、
 

土
製
品
瓦
塔
軸
部
(斗

栱
？

)(
26
9)
、
 

土
製
品
瓦
塔
(軸

部
)(
26
8･
27
0
～

27
2)

竪
穴
建
物
、
 

遺
構
外
 

近
野

正
幸
・

加
藤

千
恵

子
2
0
0
1
『

神
明

久
保

遺
跡

』
か

な
が

わ
考

古
学

財
団

調
査

報
告

書
1
0
2
　
財
団
法
人
か
な
が
わ
考
古
学
財
団

神
明
久
保
遺
跡
第
８
地
点

灰
釉
陶
器
浄
瓶
(1
6)
、
須
恵
器
瓶
(7
6･
78
)、
 

灰
釉
陶
器
長
頸
瓶
(9
1)
、
須
恵
器
壺
(1
43
)、
 

灰
釉
陶
器
壺
(1
47
)、

土
製
品
瓦
塔
(軸

部
)(
24
7･
26
0)
、
 

土
製
品
瓦
塔
(屋

蓋
部
)(
24
4･
24
6
･2
51

～
25
4･
25
6)
、
 

土
製
品
瓦
塔
(斗

栱
部
)(
24
9
～

25
0･
25
7
～

25
9･
26
1)
、
 

土
製
品
瓦
塔
(屋

蓋
部
？

)(
25
5)
、
 

土
製
品
瓦
塔
(相

輪
部
？

)(
24
5)

住
居
址
、
 

溝
、
 

不
明
遺
構
､
 

遺
構
外

菅
沼

圭
介
・

栗
山

雄
輝

他
2
0
0
3
『

神
明

久
保

遺
跡
 
第

８
地

点
』

平
塚

市
埋

蔵
文

化
財

シ
リ
ー
ズ
3
8
　
平
塚
市
遺
跡
調
査
会

神
明
久
保
遺
跡
第
10
地
点

土
製
品
瓦
塔
(2
48
)

遺
構
外

上
原

正
人
・

中
村

高
志

他
2
0
0
6
『

神
明

久
保

遺
跡

第
1
0
地

点
』
　

テ
イ

ケ
イ

ト
レ

ー
ド

株
式
会
社

神
明
久
保
遺
跡
第
11
地
点

須
恵
器
壺
Ｇ
(5
9)

包
含
層

中
村

哲
也
・

秋
山

重
美

2
0
1
3
『

神
明

久
保

遺
跡

第
1
1
地

点
発

掘
調

査
報

告
書

』
　

玉
川

文
化
財
研
究
所
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所
在
地

遺
跡
名

器
種
･器

形
出
土
遺
構

参
考
文
献

平
塚
市

大
会
原
遺
跡

緑
釉
陶
器
瓶
(水

注
？

)(
9)
、
灰
釉
陶
器
浄
瓶
(2
0)
、
 

須
恵
器
瓶
(3
0･
13
3)
、
灰
釉
陶
器
手
付
瓶
(3
3･
79
･8
1)
、
 

須
恵
器
壺
G(
57

～
58
･6
7)
、
須
恵
器
小
型
長
頸
壺
(1
00
)、
 

緑
釉
陶
器
小
瓶
(1
03
)、

灰
釉
陶
器
小
型
長
頸
瓶
(1
19
)、
 

灰
釉
陶
器
小
型
長
頸
壺
(1
20
)、

灰
釉
陶
器
長
小
瓶
(1
35
)、
 

須
恵
器
小
型
短
頸
壺
(1
49
)、

須
恵
器
蓋
(1
55
･1
60

～
16
5)
、
 

灰
釉
陶
器
短
頸
壺
脚
(1
69
)、

須
恵
器
短
頸
壺
 脚

部
(1
70
)、
 

須
恵
器
脚
(脚

付
盤
の
脚
)(
17
1)
、
須
恵
器
短
頸
壺
(1
87
)、
 

灰
釉
陶
器
短
頸
壺
(2
10
)、

緑
釉
陶
器
香
炉
蓋
？

(2
42
)

住
居
址
、
 

溝
、
 

井
戸
、
 

遺
構
外

依
田

亮
一
・

高
橋

香
・

飯
塚

美
保

他
2
0
0
9
『

湘
南

新
道

関
連

遺
跡

Ⅱ
』
 
財

団
法

人
か

な

が
わ

考
古

学
財

団
調

査
報

告
2
4
2
　

財
団

法
人

か
な

が
わ

考
古

学
財

団
　

柏
木

善
治
・

依
田

亮
一

他
2
0
0
9
『

湘
南

新
道

関
連

遺
跡

Ⅳ
』

か
な

が
わ

考
古

学
財

団
調

査
報

告
2
4
3

　
財

団
法

人
か

な
が

わ
考

古
学

財
団
　

柏
木

善
治
・

須
藤

智
夫
2
0
0
7
『

湘
南

新
道

関
連

遺
跡
Ⅲ
』
か
な
が
わ
考
古
学
財
団
調
査
報
告
2
1
0
　
財
団
法
人
か
な
が
わ
考
古
学
財
団

六
ノ
域
･大

会
原
遺
跡

灰
釉
陶
器
小
瓶
(6
9)
、
灰
釉
陶
器
瓶
(7
0)
、
 

灰
釉
陶
器
小
型
長
頸
瓶
(1
21
･1
23

～
12
4)
、
 

須
恵
器
短
頸
壺
(2
00
･2
12
)、

灰
釉
陶
器
短
頸
壺
(2
09
)、
 

須
恵
器
小
型
短
頸
壺
(2
11
)、

緑
釉
陶
器
三
足
盤
(2
26
)、
 

須
恵
器
高
盤
(2
31
)

遺
構
外

依
田

亮
一
・

高
橋

香
・

飯
塚

美
保

他
2
0
0
9
『

湘
南

新
道

関
連

遺
跡

Ⅱ
』

財
団

法
人

か
な

が
わ
考
古
学
財
団
調
査
報
告
2
4
2
　
財
団
法
人
か
な
が
わ
考
古
学
財
団
　

六
ノ
域
遺
跡

灰
釉
陶
器
浄
瓶
(1
8)
、
灰
釉
陶
器
浄
瓶
 注

口
(1
9)
、
 

灰
釉
陶
器
手
付
小
瓶
(2
2･
23
)、
 

灰
釉
陶
器
手
付
瓶
(2
5･
32
･3
4･
37

～
39
･8
0)
、
 

灰
釉
陶
器
把
手
付
長
頸
瓶
(3
5)
、
緑
釉
陶
器
手
付
瓶
(3
6)
、
 

須
恵
器
壺
G(
50

～
53
･6
2･
65

～
66
･6
8･
10
9)
、
 

須
恵
器
壺
(7
4･
17
6･
19
2･
19
4)
、
 

灰
釉
陶
器
小
型
長
頸
瓶
(9
2･
12
2)
、
 

須
恵
器
小
型
壺
(9
4･
10
7)
、
 

灰
釉
陶
器
小
瓶
(9
6･
10
1･
13
0
～

13
1･
13
7)
、
 

須
恵
器
小
型
長
頸
瓶
(1
06
･1
18
)、
 

須
恵
器
瓶
(1
16

～
11
7･
12
5･
12
7
～

12
8)
、
 

奈
良
三
彩
小
壺
(1
38
)、

須
恵
器
小
型
短
頸
壺
(1
40
･1
45
)、
 

須
恵
器
短
頸
壺
(1
46
･1
80
･1
86
)、
 

須
恵
器
蓋
(短

頸
壺
蓋
？

)(
15
0)
、
 

灰
釉
陶
器
短
頸
壺
蓋
(1
51

～
15
2)
、
須
恵
器
蓋
(1
66
)、
 

奈
良
三
彩
蓋
(1
68
)、

須
恵
器
瓶
(脚

部
)(
17
3)
、
 

灰
釉
陶
器
短
頸
壺
(1
95
･1
97
･2
05

～
20
7)
、
 

須
恵
器
短
頸
瓶
(1
98

～
19
9)
、
灰
釉
陶
器
短
頸
瓶
(2
08
)、
 

緑
釉
陶
器
唾
壺
(2
14

～
21
6)
、
須
恵
器
盤
(2
21
･2
28
)、
 

須
恵
器
高
盤
？

(2
24
)、

須
恵
器
高
盤
(2
30
)、
 

須
恵
器
高
坏
(2
33
)、
 

須
恵
器
高
坏
(高

盤
の
可
能
性
あ
り
)(
23
4)
、
 

緑
釉
陶
器
香
炉
蓋
(2
38

～
24
0)
、
銅
製
品
 小

仏
像
(3
08
)、
 

銅
製
品
 鏡

(3
09
)、

銅
製
品
 鋺

(3
11
)、

銅
製
品
 鈴

(3
16
)

住
居
址
、
 

溝
、
 

段
切
状
遺
構
、
 

土
坑
、
 

井
戸
、
 

鍜
治
、
 

遺
構
外

依
田

亮
一
・

飯
塚

美
保
・

川
嶋

実
佳

子
他
2
0
0
7
『

湘
南

新
道

関
連

遺
跡

Ⅰ
』

か
な

が
わ

考
古

学
財

団
調

査
報

告
2
0
8
　

財
団

法
人

か
な

が
わ

考
古

学
財

団
　

依
田

亮
一
・

高
橋

香
・

飯
塚

美
保

他
2
0
0
9
『

湘
南

新
道

関
連

遺
跡

Ⅱ
』

財
団

法
人

か
な

が
わ

考
古

学
財

団

調
査
報
告
2
4
2
　
財
団
法
人
か
な
が
わ
考
古
学
財
団
　
柏
木
善
治
・
須
藤
智
夫
2
0
0
7
『
湘

南
新

道
関

連
遺

跡
Ⅲ

』
か

な
が

わ
考

古
学

財
団

調
査

報
告

2
1
0
　

財
団

法
人

か
な

が
わ

考
古

学
財

団
　

柏
木

善
治
・

依
田

亮
一

他
2
0
0
9
『

湘
南

新
道

関
連

遺
跡

Ⅳ
』

か
な

が
わ

考
古

学
財

団
調

査
報

告
2
4
3
　

財
団

法
人

か
な

が
わ

考
古

学
財

団
 
 
川

端
清

倫
・

栗
山

雄
輝

2
0
0
6
『

山
王

A
遺

跡
第

４
地

点
』

平
塚

市
埋

蔵
文

化
財

シ
リ

ー
ズ

4
1
　

平
塚

市
遺

跡
調
査
会

七
ノ
域
遺
跡
第
８
地
点

須
恵
器
壺
(4
8)

住
居
址

伊
丹

徹
・

柳
川

清
彦

他
2
0
1
4
『

七
ノ

域
遺

跡
第

8
地

点
発

掘
調

査
報

告
書

』
神

奈
川

県

埋
蔵
文
化
財
発
掘
報
告
書
2
6
　
㈱
ア
ー
ク
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

稲
荷
前
B遺

跡
第
５
地
点

須
恵
器
壺
(壺

Ｇ
)(
54
)、

須
恵
器
短
頸
壺
(1
83
)、
 

『
宝
珠
カ
』
須
恵
器
坏
(朱

墨
書
)(
30
5
～

30
7)

住
居
址
、
 

ピ
ッ
ト
、
溝

大
野

悟
・

栗
山

雄
輝

2
0
0
5
『

稲
荷

前
B
遺

跡
第

５
地

点
』

平
塚

市
埋

蔵
文

化
財

シ
リ

ー

ズ
4
0
　
平
塚
市
遺
跡
調
査
会
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所
在
地

遺
跡
名

器
種
･器

形
出
土
遺
構

参
考
文
献

平
塚
市

諏
訪
前
Ａ
遺
跡

灰
釉
陶
器
長
頸
壺
(壺

Ｇ
)(
55
)、
 

須
恵
器
小
型
壺
(9
3･
12
6)
、
須
恵
器
小
型
長
頸
壺
(1
05
)

溝
、 

ト
レ
ン
チ

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
2
0
0
4
『
神
奈
川
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
4
6
』

山
王
Ａ
遺
跡
第
５
地
点

須
恵
器
小
型
壺
(8
2)
、
須
恵
器
短
頸
壺
(1
90
)

竪
穴
状
遺
構
、
 

井
戸

押
木

弘
己
2
0
0
3
『

山
王

Ａ
遺

跡
第

５
地

点
』

平
塚

市
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

第
1
6
集
　

平
塚
市
教
育
委
員
会

山
王
Ａ
遺
跡
第
４
地
点

須
恵
器
壺
(1
85
)、

土
師
器
盤
(2
2
2)
、
 

須
恵
器
盤
カ
(2
27
)、

佐
波
理
匙
(3
13
)

掘
立
柱
建
物
、
 

井
戸
、
遺
構
外

川
端

清
倫
・

栗
山

雄
輝

2
0
0
6
『

山
王

A
遺

跡
第

４
地

点
』

平
塚

市
埋

蔵
文

化
財

シ
リ

ー

ズ
4
1
　
平
塚
市
遺
跡
調
査
会

山
王
Ｂ
遺
跡
第
６
地
点

灰
釉
陶
器
瓶
(1
02
)

住
居
址

菅
沼
圭
介
・
上
原
正
人
2
0
1
2『

山
王
B
遺
跡
第
５
・
６
地
点
』
平
塚
市
埋
蔵
文
化
財
シ
リ
ー

ズ
4
5
　
平
塚
市
遺
跡
調
査
会

山
王
Ｂ
遺
跡

須
恵
器
長
頸
瓶
(8
6)

住
居
址

大
野

悟
・

栗
山

雄
輝

2
0
0
1
『

山
王

B
遺

跡
』

平
塚

市
埋

蔵
文

化
財

シ
リ

ー
ズ

3
5
　

平
塚

市
遺
跡
調
査
会

厚
木
道
遺
跡

須
恵
器
蓋
(1
58
)

遺
構
外

大
野

悟
・

栗
山

雄
輝
2
0
0
2
『

厚
木

道
遺

跡
』

平
塚

市
埋

蔵
文

化
財

シ
リ

ー
ズ
3
6
　

平
塚

市
遺
跡
調
査
会

中
原
Ｄ
遺
跡
第
４
地
点

須
恵
器
短
頸
瓶
(1
89
)

住
居
址

北
平

朗
久
・

石
川

真
紀

他
2
0
1
4
『

中
原

D
遺

跡
第

４
地

点
発

掘
調

査
報

告
書

』
神

奈
川

県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
1
8
　
株
式
会
社
玉
川
文
化
財
研
究
所

高
林
寺
遺
跡
第
16
地
点

須
恵
器
短
頸
壺
(2
04
)

住
居
址

中
村

哲
也
・

伊
藤

貴
宏

2
0
0
8
『

高
林

寺
遺

跡
第

1
6
地

点
発

掘
調

査
報

告
書

』
　

玉
川

文

化
財
研
究
所

東
中
原
Ｇ
遺
跡

土
製
品
瓦
塔
(2
73
)

遺
構
外

菅
沼

圭
介
・

上
原

正
人
2
0
1
3
『

東
中

原
G
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

第
３

地
点

』
　

第
一

三

共
株
式
会
社
平
塚
工
場
に
伴
う
発
掘
調
査
Ⅴ
平
塚
市
遺
跡
調
査
会

＊
訂
正
：『

研
究
紀
要
24
』
47
ペ
ー
ジ
例
言
７
行
目
全
文
と
る

＊
第
２
表
に
お
け
る
器
種
器
形
は
報
告
書
に
準
ず
る

　
ま
た
、
第
２
表
器
種
･器

形
(　

)内
数
字
に
つ
い
て
　
横
浜
市
・
川
崎
市
・
逗
子
市
・
藤
沢
市
・
綾
瀬
市
・
大
和
市
・
海
老
名
市
・
茅
ヶ
崎
市
・
寒
川
町
・
相
模
原
市
は
『
研
究
紀
要
2
3
』
の
図
版
番
号
に
対
応

　
　
　
　
　
　
　
  
 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
木
市
・
伊
勢
原
市
・
秦
野
市
・
小
田
原
市
・
平
塚
市
は
『
研
究
紀
要
24
』
の
図
版
番
号
に
対
応

＊
本
文
の
執
筆
は
分
担
毎
に
担
当
を
明
記
し
、
全
体
の
編
集
は
川
嶋
実
佳
子
が
担
当
し
た
。
第
１
図
、
第
２
図
は
相
良
英
樹
が
、
第
２
表
は
西
田
真
由
子
、
川
嶋
が
作
成
し
た
。
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